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北大水産業報
29(4)， 322-323. 1978. 

ミヤピシオゲザについての細胞学的研究

越坂雅樹車

Cytological Observations on Cladophora speciosa SAKAI 

Masaki KOSHIZAKA * 

Abstract 

Oladophora specwsa SAKAI from Saraki ne晶rH晶koda旬hωbeenもrea旬dcytologi-
cally. The chromosome numbers of this alga w品目 ascer伽ined色obe n=12 and 
2n=24. The germling自fromzoospor倒 werehaploid and those from zygoぬswere 
diploid. 

ミヤピシオグサ Cladoρ.ho叩 speciosaSAKAIは 1964年1)阪井によって新種として記載された種

類で室蘭!r.産するととが知られている。著者は海藻採集のため 1970年， 北海道上磯部木古町にある

北海道教育大学生物臨海実験所を訪れたが， ζの時その前浜に3月から 8月にかけてミヤピシオグサ

が着生しているのを見出した。その後1975年に至る 5ヶ年間， ζのミヤピシ;寸グサについての観察

をつづけ，細胞学的研究を行ない， 藻体と胞子の発芽体で核分裂を観察する ζとに成功したのでその

概要を報告したい。

材料と方法

使用した材料は 1970年から 1975年の毎年3月から 7月にかけて採集したものである。採集した材

料は北大水産学部の実験室!r.持ち帰り海水を入れたパットの中に入れておき夜半に固定した。又，成

熟体からは遊走胞子を放出させ， ScHREIBER氏液で培養を行ない適時固定した。灘体と胞子の発芽体

は共にアルコール，酢酸 (3:1)の液で固定しウイットマン氏の液2)染色した。

結 果

灘体の主枝の細胞内には通常25-30個の稼が存在する。静止核の大きさは単相体・複相体共!r.4.2 

-4.5，.あり(図版.1， D)内部に径 2-2.5，.の仁が1個見られる。成熟が始まると体の先端部付近の

細胞が黄緑色から黄色に変じてくる。乙の際にはチャシオグサ CladゆIwrawrightiana KUTZ. 3)の

場合と同l/く， 細胞内には屈祈性の強い，ヘマトキシリンで濃く染色される泡沫物質が多数存在する

ようになる。間もなく胞子嚢の一端が膨れ，その部分が開孔して単相体から配偶子(図版 1.A-B). 

複相体からは遊定子(図版1I.A)が放出される。単相体では 12個(図版1I.E).複相体では24個

(図版1I.c)の染色体が観察された。遊走子形成の際には減数分裂が行われ染色体数は 12個となる
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(図版 11，D)。配偶子は(図版]，B)4.8x9.6μ の大きさで西洋製型を呈し， 内部には径 2.5-3pの

核の他，色素体と限点が存在し，約 15pの長さの等長の2本の鞭毛を頂生しており正の走光性を示

す。雌雄の配偶子は同型で雌雄異株である。接合は配偏子の側面で行なわれ， 接合後哲く経っと鞭毛

を消失し，径 8.5-lOpの球形の接合子となる。次いでその一端が膨れ始めて乙の部分が基質に付着

し， 円盤状に拡がって仮根を生ずる。 この頃反対側の部分は光の方向に生長し始め梶棒状の直立体

(図版]，C) となっていくが，遊走子は放出後暫くの関培養液中を泳ぎ廻るが， 静止すると鞭毛を消

失し，接合子と同じ 8.5-10μ の大きさの球形となる。接合子の発芽体(図版]，C)では大多教のも

のは 2n(図版]，F)の染色体数が数えられたが少数のものは nの染色体数が数えられた。 ζの半数

の染色体を有する発芽体は異常発生IC由来するものと考えられる。遊走子の発生したもの(図版 11，

B)では常に n(図版 11，E)の染色体が認められた。著者。 は先11:ワタシオグサ CladopJwraalbida 

(H吋s.)KUETZING，スナシオグサ C.arenaria SASAKI，ツヤナシシオグサ C.opaca SASAKI，ァ

サミドリシオグサ C.sakaii ABBOTT， タマリシオグサ C.rudolphiana (Ag.) HA.RVEY f. rudol・

phiana，イワシオグサ C.rupestris (L.) Kuetzing f. suln加 ri脚 F回 LIE，キヌシオグサ C.stim. 

psonii HA.RVEY以上7種について細胞学的研究を行ない， 乙れらの種類では何れもその染色体数は

n = 12， 2n = 24であるζとを確めたが，今回の観察からミヤピシオグサについてもその染色体数は

上記7種と全く同じである ζ とが判明した。且つ又，単相体からは配偶子複相体からは遊走子が形成

され，接合子発芽体は 2n，遊走子発芽体は nの染色体を有する乙とが明らかになった。

本研究に際しては北大水産学部緩烈助教授の御指導を頂いた。此処11:謝意を表する次第である。

引用文献

1) Sakai Y. (1964). The species of Oladopho叩 fromJap晶n品ndits vicinity Sci. p，α:p. 
lnst. Alg. Res.， Fac. Sci. Hokkαido Un必.5， 1-104. 

2) WitもmannW. (1965). Aceto.iron.Haematoxylin・chloraIhydra加 for chromosome 
staining. Stain Tech. 40， 161-164. 

3) 千原光雄 (1960). 本部唆海産録誕生活史tζ関する研究(4) チャシオグサの生活史について 椋
研 35，1-11.

4) 越坂雅樹 (1973). シオグサ属植物類種についての細胞掛包観察藻類 22，49-52.

-323ー



Explanation of Plate 1 

(Oladop恥raspe抑綿 S且 AI)

A. P紅色 ofa g晶meもangialω11.x 650 
B. Pa凶 ofa gametangial ce11 in whichもheg品m的側werecompleぬIyformed. The liberated 
g晶meもesare in the lower side in the figure. x 650 
C. A young germIing germinated from晶 zygote.X 120 
D. Resting nucIei in a gameもophyもicω11.x 却80
E. Me句phasechromosomes in a g晶meもophy也icce11. x 2080 
F. Me拘ph制 echromosomes in a cel1 of a young zygoもicgermling. x 2080 
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Explanation of Plate 11 
(OlaMp，恥raspω必saSAKAI) 

A. Ne晶rlym乱turedzoo可回rωin晶 sporangium.x 120 
B. A young germling germina品edfrom 晶 Z∞spore.X 120 
c. Me旬ph，晶sechromωomωin a四 ωporophyticcell. x 1680 
D. Me旬pha自echromosomes at the reduction div臼ionsin zoωpore formation . x 950 
E. Me句phasechromosomes in a ωII of品 younggermling grown from a zoospore. X 2100 
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